
科　目

担当教員 八木 康行 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(100%) (d),(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年度シラバスシラバス

建築計画概論 (Introduction to Architectural Design and Planning)

都市工学科・5年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

建築設計を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義機能するような空間を計画することが必要である．本講義する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義ような空間を計画することが必要である．本講義空間を計画することが必要である．本講義を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義ことが必要である．本講義で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義ある人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義本講義
で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義は，建築計画で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義必要である．本講義な空間を計画することが必要である．本講義基礎的な知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものな空間を計画することが必要である．本講義知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものび住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものに関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義デザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの計画論の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義概要である．本講義を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義学ぶことで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義，建築設計に役立てる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義もの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義
で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義ある人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義

【A4-S1】建築計画とデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの係性を学び，設計するための基礎的知を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義学び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの，設計する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義ための活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義基礎的な知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの知
識を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義習得し建築について解説できる．し建築について解説できる．建築について解説できる．で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義きる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義

実際の建築作品を通してその計画概要とデザインの評価をレポートでまとめの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義建築作品を通してその計画概要とデザインの評価をレポートでまとめを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義通してその計画概要とデザインの評価をレポートでまとめし建築について解説できる．てその活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画概要である．本講義とデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義評価をレポートでまとめを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義レポートでまとめで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義まとめ
る人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義ことで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義評価をレポートでまとめする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義

【A4-S1】建築と都市・風土・文化の関係性を学び，都市について計画論的の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの係性を学び，設計するための基礎的知を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義学び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの，都市について計画論的な知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの
に解説できる．で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義きる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義

都市における人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義建築の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義有り様を分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとしてり様を分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとして様を分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとしてを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとしてし建築について解説できる．，その活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義都市の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義特徴と魅力をレポートとしてと魅力をレポートとしてを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義レポートでまとめとし建築について解説できる．て
まとめる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義ことで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義評価をレポートでまとめする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義

【A4-S1】建築計画に必要である．本講義な空間を計画することが必要である．本講義知識を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義学び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの，建築設計に反映できるよう知識で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義きる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義よう知識
を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義身につける．につける人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義

寸法や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環規模，ゾーニン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものグ・プラン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものニン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものグ，デザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものや規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環空間を計画することが必要である．本講義構成のエレメント，環の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義エレメン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものトでまとめ，環
境計画な空間を計画することが必要である．本講義どの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義基礎的な知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの知識についてどの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義程度シラバス習得し建築について解説できる．で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義きたかを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義中間を計画することが必要である．本講義試験で評価で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義評価をレポートでまとめ
する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義

【A4-S1】住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの設計課題に必要な基礎的知識を学び，課題作品の作成にに必要である．本講義な空間を計画することが必要である．本講義基礎的な知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの知識を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義学び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの，課題に必要な基礎的知識を学び，課題作品の作成に作品を通してその計画概要とデザインの評価をレポートでまとめの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義作成のエレメント，環に
活かす．本講義

住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義ための活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義基礎的な知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの知識を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義身につける．につけられたかを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義中間を計画することが必要である．本講義試験で評価で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義評価をレポートでまとめ
する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義

成のエレメント，環績は，試験は，試験で評価50%　レポートでまとめ50%　とし建築について解説できる．て評価をレポートでまとめする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義100点満点とし建築について解説できる．60点以上を合格とする．試験は中間試験のみ実施すを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義合格とする．試験は中間試験のみ実施すとする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義試験で評価は中間を計画することが必要である．本講義試験で評価の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義み実施す実施すす
る人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義（第第1回～第7回）．本講義後半（第第9回～15回）は講義内容を咀嚼したうえで作成したレポートを評価する．を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義咀嚼したうえで作成したレポートを評価する．し建築について解説できる．たうえで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義作成のエレメント，環し建築について解説できる．たレポートでまとめを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義評価をレポートでまとめする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義

「初めて学ぶ建築計画」建築のテキスト編集委員会（学芸出版社）めて学ぶ建築計画」建築の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義テキストでまとめ編集委員会（第学芸出版社）
その活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義他適宜　授業に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義資料を配付する．を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義配付する．する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義

「建築学テキストでまとめ 建築概論―建築・環境の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義デザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義学ぶ」本多 友常 　他（第学芸出版社）
「都市デザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの 101の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義アイデア (101シリーズ) 」マシュー・フレデリック ，ヴィカス・メータ（第フィルムアートでまとめ社）
「写真でスラスラわかる建築基準法」関田 保行（エクスナレッジ）で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義スラスラわかる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義建築基準法や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環」関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの田 保行（第エクスナレッジ）

土木・建築設計製図I・II・IV，景観工学，都市交通してその計画概要とデザインの評価をレポートでまとめ計画，建設都市法や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環規，建築施す工

履修上のの評価方法と基準
注意事項

授業の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義前半（第第1回～7回）で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義テキストでまとめの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義第3，4章を講義で行い，これをテスト範囲とする．後半（第を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義講義で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義行い，これを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義テストでまとめ範囲とする．後半（第とする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義後半（第第9回～15回）は第1，2章を講義で行い，これをテスト範囲とする．後半（第
の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義講義を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義もとにレポートでまとめを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義作成のエレメント，環・提出する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義とともに発表を行う．レポート課題はを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義行う．本講義レポートでまとめ課題に必要な基礎的知識を学び，課題作品の作成にはGW前の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義授業まで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義に周知する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義十分な空間を計画することが必要である．本講義レポー
トでまとめ作成のエレメント，環期間を計画することが必要である．本講義を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義設ける人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義自習を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義し建築について解説できる．っかり様を分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとして行うこと．本講義



授業の計画（建築計画概論）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものス及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものび住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの建築設計活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義通してその計画概要とデザインの評価をレポートでまとめし建築について解説できる．た実例解説できる． 講師自身につける．の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義設計実例や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環建築計画の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義プロセスな空間を計画することが必要である．本講義どを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義紹介しながら，授業の目的や意義をガイダンスする．し建築について解説できる．な空間を計画することが必要である．本講義がら，授業の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義目的な知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものや規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環意義を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義ガイダン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものスする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義
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8 中間を計画することが必要である．本講義試験で評価
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前期中間を計画することが必要である．本講義試験で評価を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義実施すする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義．本講義

建築計画に必要である．本講義な空間を計画することが必要である．本講義知識と方法や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環（第1） 寸法や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画／規模の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画：寸法や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環規模の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義身につける．体的な知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものスケール感を見につけるため，講義のあと教室や什器の実測をグループごとでを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義見につけるため，講義のあと教室や什器の実測をグループごとでにつける人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義ため，講義の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義あと教室や什器の実測をグループごとでや規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環什器の実測をグループごとでの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義実測をグループごとでを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義グループごとで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義
行い，シートでまとめにまとめる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.

建築計画に必要である．本講義な空間を計画することが必要である．本講義知識と方法や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環（第2）
空間を計画することが必要である．本講義の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画／デザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義要である．本講義素：ゾーニン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものグや規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環プラン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものニン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものグ，動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義線計画の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義概要である．本講義を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義知り様を分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとして，またデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの要である．本講義素とし建築について解説できる．ての活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義美的な知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの感を見につけるため，講義のあと教室や什器の実測をグループごとで覚をどのよを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義どの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義よ
うに養うか解説するうか解説できる．する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.

建築計画に必要である．本講義な空間を計画することが必要である．本講義知識と方法や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環（第3） デザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義要である．本講義素／空間を計画することが必要である．本講義構成のエレメント，環の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義エレメン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものトでまとめ：建築デザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものにおける人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義色彩やランドスケープ，照明デザインなどの周縁領域を知り，空や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環ラン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものドスケープ，照明デザインなどの周縁領域を知り，空デザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものな空間を計画することが必要である．本講義どの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義周縁領域を知り，空を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義知り様を分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとして，空
間を計画することが必要である．本講義の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義エレメン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものトでまとめとし建築について解説できる．ての活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義床や壁，天井などの構成がどのように組み立てられているか実例等を通して解説するや規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環壁，天井などの構成がどのように組み立てられているか実例等を通して解説するな空間を計画することが必要である．本講義どの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義構成のエレメント，環がどの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義ように組み立てられているか実例等を通して解説するみ実施す立てられている人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義か実例等を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義通してその計画概要とデザインの評価をレポートでまとめし建築について解説できる．て解説できる．する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.

建築計画に必要である．本講義な空間を計画することが必要である．本講義知識と方法や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環（第4）
環境の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画／サスティナブル建築:設備計画にまつわる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義基礎知識や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環技術を解説し，現代社会が抱えている環境問題に応える持を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義解説できる．し建築について解説できる．，現代社会が抱えている環境問題に応える持えている人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義環境問題に必要な基礎的知識を学び，課題作品の作成にに応える持える人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義持
続可能するような空間を計画することが必要である．本講義な空間を計画することが必要である．本講義デザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義支える技術に対して理解を深められるよう解説するえる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義技術を解説し，現代社会が抱えている環境問題に応える持に対して理解を深められるよう解説するし建築について解説できる．て理解を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義深められるよう解説するめられる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義よう解説できる．する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.

住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義デザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの（第1） 住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの設計の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義概要である．本講義／各室や什器の実測をグループごとでの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画 1：住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義まとめる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義にあたって必要である．本講義な空間を計画することが必要である．本講義基礎的な知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの知識を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義解説できる．し建築について解説できる．つつ，設計作業の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義アプローチのの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義
仕方や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環エスキースの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環り様を分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとして方に結びつけられるような計画方法を身につけられるよう解説するび住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものつけられる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義ような空間を計画することが必要である．本講義計画方法や規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義身につける．につけられる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義よう解説できる．する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.

住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義デザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの（第2） 各室や什器の実測をグループごとでの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画 2／空間を計画することが必要である．本講義の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義演出:住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの設計にとってさらに必要である．本講義な空間を計画することが必要である．本講義基礎的な知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの知識とし建築について解説できる．てイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものテリアの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義デザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものについての活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義知識を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義解説できる．する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.

1～7回目の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義講義範囲とする．後半（第で展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義出題に必要な基礎的知識を学び，課題作品の作成にし建築について解説できる．，基礎的な知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものな空間を計画することが必要である．本講義知識の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義習得し建築について解説できる．度シラバスを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義確認するする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.

建築計画の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義概要である．本講義（第1） 中間を計画することが必要である．本講義試験で評価の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義解答及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものび住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの解説できる．を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義おこな空間を計画することが必要である．本講義う．本講義建築計画を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義学ぶにあたって建築の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義本質的な知識及び住宅に関するデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものな空間を計画することが必要である．本講義話や建築生産と建設業界について解説するや規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環建築生産と建設業界について解説すると建設業界について解説するについて解説できる．する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.

建築計画の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義概要である．本講義（第2） 建築計画の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義条件設定や建築デザインの意義について解説するや規模，ゾーニング・プランニング，デザインや空間構成のエレメント，環建築デザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義意義について解説できる．する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.

建築計画の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義概要である．本講義（第3） 建築計画における人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義構造と設備の計画概要と現代社会が抱える問題について解説すると設備の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画概要である．本講義と現代社会が抱えている環境問題に応える持える人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義問題に必要な基礎的知識を学び，課題作品の作成にについて解説できる．する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.

空間を計画することが必要である．本講義計画の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義背景（第1） 建築と風土，建築と都市，建築と文化の関係性を学び，都市について計画論的について解説できる．する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.

空間を計画することが必要である．本講義計画の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義背景（第2） 近代・現代建築の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義事例を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義解説できる．する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義ことで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義変遷を概観するを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義概観する人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.

課題に必要な基礎的知識を学び，課題作品の作成にレポートでまとめの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義発表を行う．レポート課題はと講評（第1） 建築家と作品を一つ取り上げ，その作品の計画とデザインの特徴をまとめ，その価値を分析評価するレポートを提出し発表すると作品を通してその計画概要とデザインの評価をレポートでまとめを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義一つ取り上げ，その作品の計画とデザインの特徴をまとめ，その価値を分析評価するレポートを提出し発表するつ取り上げ，その作品の計画とデザインの特徴をまとめ，その価値を分析評価するレポートを提出し発表するり様を分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとして上を合格とする．試験は中間試験のみ実施すげ，その活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義作品を通してその計画概要とデザインの評価をレポートでまとめの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画とデザイン計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義特徴と魅力をレポートとしてを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義まとめ，その活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義価をレポートでまとめ値を分析評価するレポートを提出し発表するを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとして評価をレポートでまとめする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義レポートでまとめを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義提出し建築について解説できる．発表を行う．レポート課題はする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義. 
レポートでまとめ提出期限は第は第13回授業日までとするまで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義とする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.発表を行う．レポート課題は者は選抜は選抜10名程度シラバスとする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.

課題に必要な基礎的知識を学び，課題作品の作成にレポートでまとめの活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義発表を行う．レポート課題はと講評（第2）
都市を行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義一つ取り上げ，その作品の計画とデザインの特徴をまとめ，その価値を分析評価するレポートを提出し発表するつ取り上げ，その作品の計画とデザインの特徴をまとめ，その価値を分析評価するレポートを提出し発表するり様を分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとして上を合格とする．試験は中間試験のみ実施すげ，その活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義都市に含まれる建築の有り様を分析し，その都市の特徴と魅力を評価するレポートを提出し発表するまれる人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義建築の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義有り様を分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとしてり様を分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとして様を分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとしてを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義分析し，その都市の特徴と魅力をレポートとしてし建築について解説できる．，その活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義都市の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義特徴と魅力をレポートとしてと魅力をレポートとしてを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義評価をレポートでまとめする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義レポートでまとめを行うためには，そこで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義提出し建築について解説できる．発表を行う．レポート課題はする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.   
レポートでまとめ提出期限は第は第14回授業日までとするまで展開される人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義とする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.発表を行う．レポート課題は者は選抜は選抜10名程度シラバスとする人々の活動がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義.
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